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【お知らせ】 

本 Q&A は、公募説明会での質問等に対する回答となります。追加の質問等を受け、

追加・補足等を行う場合があります。最新版の Q&A については、以下のサイトでご確

認ください。 

■世界で活躍できる研究者戦略育成事業 

http://www.mext.go.jp/a_menu/jinzai/sekaidekatsuyaku/index.htm 
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＜事業内容関係＞ 

Ｑ 「若手研究者のコア研究者集団の規模は、４年目以降で 20～25人程度となる

ことを想定」とあるが、これを超えてもよいのか。 

Ａ 超えてもかまいません。当該規模は想定される範囲を示したものであり、当該規

模を参考にしつつ、コア研究者集団の規模は各実施機関において、適切な規模を設

定してください。 

 

Ｑ 若手研究者の育成の期間に指定はあるか。 

Ａ ありません。各実施機関において、適切な期間を設定してください。 

なお、プログラムは研究者ごとのニーズに応じて、必要なプログラムを部分的に

受講する仕組みとしたり、必要なスキルを身に付けプログラムの達成目標の水準に

達したと認められる若手研究者は、プログラムの受講を終了する仕組みとしたりす

ることもできます。 

 

Ｑ 「支援対象となる若手研究者は国際公募等により選考することとし」、「実施機

関はテニュアトラック制又はこれと同趣旨の公正で透明性が高く、安定性の高い

人事システムの活用や任期の定めの無いポストの確保など、支援対象の若手研究

者が安定的に研究活動を行なえるように配慮する」とあるが、事業開始以前に実

施機関において国際公募により採用し、現に雇用している若手研究者を、本事業

による取組の支援対象としてもよいか。 

Ａ 各実施機関において、国際公募により選考し既に雇用している若手研究者を支援

対象とすることは可能です。本事業において、事業開始時や年度毎に本事業のため

に若手研究者を新たに雇用する必要は必ずしもありません。 

 

＜経費関係＞ 

Ｑ 海外の機関に入学し起業家育成のための授業を受けるための学費や、海外の機

関が実施する一部の講座を受講するための受講料を、本補助金により支出するこ

とは可能か。 

Ａ 学費は補助対象ではありません。 

一方で、当該機関で講座を受けるための受講料は、当該活動が本事業の趣旨に即し、

個人的な活動ではなくプログラムの一環として行われる限りにおいて、本補助金によ

り支出することが可能です。「起業」に関する講座の受講が本事業の趣旨に即してい

るかどうかは、実施機関において産学の枠を超えて世界で活躍できる研究者像やその

身に付けるべき能力・技能等をどのように設定しているか、「起業」に関する講座の

受講が実施機関の目指す研究者の育成に必要かどうか、また実施機関が目指す研究者

の育成にどのような効果を有するのか、などの観点から判断します。実施機関におい
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ては、当該講座の受講による効果の検証等が必要であることも踏まえて、適切に取組

を計画・実施するよう留意してください。 

 

Ｑ 若手研究者に対して、他の大学院に入学し授業を受けることを可能とすること

を検討している。当該学費や、当該大学院が海外にある場合の海外渡航費を本補

助金から支出することは可能か。 

Ａ 学費は補助対象ではありません。 

一方で、海外の講座を受講するために必要な外国旅費は、当該活動が本事業の趣旨

に即し、個人的な活動ではなくプログラムの一環として行われる限りにおいて、本補

助金により支出することが可能です。当該講座が本事業の趣旨に即しているかどうか

は、実施機関において世界で活躍できる研究者像や、その身に付けるべき能力・技能

等をどのように設定しているか、当該講座が実施機関の目指す研究者の育成に必要か

どうか、また実施機関が目指す研究者の育成にどのような効果を有するのか、などの

観点から判断します。実施機関においては、当該講座の活動に関する効果の検証等が

必要であることも踏まえて、適切に取組を計画・実施するよう留意してください。 

 

Ｑ 起業に向けたスタートアップのための共同研究費を本補助金により支出するこ

とは可能か。 

Ａ 「起業に向けたスタートアップのための当該共同研究」が、本事業の趣旨に即し、

個人的な活動ではなくプログラムの一環として行われる限りにおいて、補助の対象

となります。当該共同研究が本事業の趣旨に即しているかどうかは、実施機関におい

て世界で活躍できる研究者像や、その身に付けるべき能力・技能等をどのように設定

しているか、当該共同研究が当該機関の目指す研究者の育成に必要かどうか、また、

当該機関が目指す研究者の育成にどのような効果を有するのか、などの観点から判

断します。実施機関においては、当該共同研究に関する効果の検証等が必要であるこ

とも踏まえて、適切に取組を計画・実施するよう留意してください。 

 

Ｑ 若手研究者が海外で大学や企業の訪問等を行う場合の便宜を図るため、海外オ

フィスのレンタルを行う場合、そのレンタル料を本補助金から支出することは可

能か。 

Ａ 本事業による取組の実施のために必要となるレンタル料と、他の用途に使用する

ために必要となるレンタル料とを明確に区別することができる場合、本事業による

取組の実施のために使用する部分について、本補助金から支出することができま

す。他の用途に使用するために必要となるレンタル料と明確に区別するこができな

い場合は、支出することはできません。 
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Ｑ 若手研究者が、プログラムとして実施する海外インターンシップ等に参加する

ために不在となる期間、教育活動や研究活動を代わりに実施する者の雇用経費や

謝金等を、本補助金により支出することは可能か。 

Ａ 実施機関において、特定の補助金等によらずに行われる活動については、外部機

関に所属する者が教育活動を代替したり、研究活動を補助したりするための雇用経

費や謝金、またそれに伴う旅費等を対象とすることが可能です。 

なお、当該教育活動や研究活動が特定の補助金等によって行われる場合は、当該

補助金等によって実施される前提として計画された活動であることから、本事業の

補助対象とすることはできません。 

 

Ｑ 本補助金により、プログラム参加１年目の研究者と３年目の研究者が共同研究

に取り組む際に、研究費を支給するなどの仕組みを設けることは可能か。 

Ａ 例えば、プログラムに参加している研究者間で共同研究を行う活動が、当該プログ

ラムのメニューの１つとして組み込まれている場合や、当該プログラムでの研修等

の成果として行うこととなった活動である場合など、個人的な研究活動ではなく当

該プログラムの一環として行われる場合には、研究費を支給することは可能です。 

 

Ｑ 学内資源の考え方について、「初年度から、一定の学内資源の活用が事業計画

に含まれること。学内資源については、現金等のほか、現物給付等の現金換算で

きる学内外のリソースを含むものとする。」とありますが、「本来は有料である共

同利用設備を、プログラム参加者については無償で利用を可能とすること」は学

内資源の活用に含まれるのか。 

Ａ 含まれます。 

 

Ｑ 現在、科学技術人材育成のコンソーシアムの構築事業で雇用している、または

雇用予定のテニュアトラック教員を本事業の支援対象者とし、本補助金からスタ

ートアップに要する研究費を措置することは可能か。 

Ａ 科学技術人材育成のコンソーシアムの構築事業（以下「コンソーシアム事業」と

いう。）で雇用している又は雇用する予定のテニュアトラック教員（以下「コンソー

シアム事業雇用教員」という。）については、コンソーシアム事業の枠組みにおいて

補助金や自主財源により支援を受けるべきものであり、コンソーシアム事業の事業

計画において、スタートアップ研究費等の教員本人が個別に支援を受けることとさ

れている事項について、世界で活躍できる研研究者戦略育成事業（以下「本事業」

という。）による補助金の対象とすることはできません。 

ただし、コンソーシアム事業の事業計画には含まれず、本事業により新たに開始

された取組において、コンソーシアム事業雇用教員が支援をうけることは可能で
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す。また、コンソーシアム事業雇用教員が集団を対象に実施されるセミナー、ワー

クショップ等に参加することは可能です。 

なお、コンソーシアム事業の事業計画により行われる取組と、本事業により新た

に開始する取組とは明確に区別し、本事業による補助金がコンソーシアム事業の事

業計画により行われる取組に支出されることがないよう十分に留意してください。 

また、本事業でプログラム開発等を担う特任教員や任期付きの URA、補助者等が、

他の事業にも関わる場合については、業務内容及び従事した時間帯を明らかにし、

適切にエフォート管理を行ってください。 

 

 

Ｑ 初年度である令和元年度は、本事業の事業期間が半年であることから、事業計

画における令和元年度の計上金額が 2年度目以降よりも低くなることが考えられ

るが、9年度目、10年度目の補助金額はどうなるのか。 

Ａ 令和元年度の本事業による１件あたりの補助金額の上限である 81,000 千円を基準

として、9年度目、10年度目の補助金額の上限を逓減することを想定しています。 

一方で、本事業は、補助事業期間終了時点において、研究者育成システムを完全

に内在化することを見据えた事業であることから、提案される事業計画によって補

助上限額が個別に設定されることとなり、例えば、年間 4,000万円の補助対象経費

が計上される事業計画の場合、補助上限額は 9年度目が 3,750万円、10年度目が

2,500万円となると考えられます。 

なお、国の財政状況等に鑑み、必ずしも保証するものではないことに留意してく

ださい。 

 

 

 

<申請関係> 

Ｑ 代表機関として申請しつつ、他の取組の共同実施機関や連携機関として申請加

わることはできるのか。 

Ａ 代表機関及び共同実施機関は、事業開始当初から機関として共同し組織的な取組を

実施するものであり、代表機関が他の取組の代表機関又は共同実施機関となること

や、ある機関が複数の取組の共同実施機関となることは想定されません。１機関が代

表機関又は共同機関として２つ以上の申請を行うことは認めないものとします。た

だし、代表機関や共同実施機関が連携機関として他の取組に参画することや、1機関

が複数の取組に連携機関として参画することは可能とします。 
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Ｑ 共同実施機関や連携機関について、大学共同利用機関法人や独立行政法人が設

置する研究所等のように、特定の法人が設置する研究所、あるいは支部単位での参加

は認められるのか。 

Ａ 共同実施機関については、特定の法人が設置する研究所や支部単位で参加するこ

とは可能です。ただし、共同実施にあたっては、機関としての組織的な取組が求め

られることから、例えばある大学の一部の研究科など、特定の機関のうち一部の部

局のみが共同実施機関となることはできません。 

一方で、連携機関については、特定の法人が設置する研究所や支部に加えて、特

定の機関の一部である部局も、連携機関となることができます。 

 

Ｑ 様式２について、（１）①と（１）③のいずれにおいても目標を記載する欄が

あるが、何が異なるのか。 

Ａ （１）①においては、本取組で育成を目指す研究者像とその育成方針について、課

題を踏まえつつ達成すべき目標を記載してください。（１）③においては、本事業に

よる取組について、取組を行うことにより達成しようとする状態に関して目標を設

定してください。 

 

Ｑ 様式２について、（１）③において「※取組によって取組終了時及び補助事業

期間終了時に達成しようとする状態を目標（定性的なものを含む。複数可）とし

て設定してください。」とあるが、「取組終了時及び補助事業期間終了時」とは何

をさすのか。 

Ａ 取組終了時に関する目標については、本事業により開始した取組により育成した若

手研究者が、当該取組を終了した時点で達成しようとする状態を目標として設定し

てください。補助事業期間終了時に関する目標については、補助事業期間が終了する

時点において、機関として達成しようとする状態を目標として設定してください。 

 

Ｑ 申請様式３について、「１．所要見込み額（全体計画）」の表において補助金額

と自己負担額を記入する欄があるが、設備備品費に関しては、２年度目以降は自

己負担額を記入するということでよいか。 

Ａ 設備備品費は、初年度に限り補助対象としているため、２年度目以降は自己負担

額を記入してください。 
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Ｑ 申請様式３について、「２．令和元年度所要見込み額の内訳」の積算内訳欄に

は、自己負担額も記入するのか。 

Ａ 積算内訳には、自己負担額も記入してください。その際、補助金額と自己負担額

を区別するために、自己負担額については、当該項目が自己負担であることが分か

るように付記してください。 

 （例） 

【プログラムの実証実施分】 

<国内旅費>・インターンシップ ○人×○円（○○県）＝○円（うち自己負担額○円） 

<外国人等招へい旅費>・講演会 ○人×○円（○○国）＝○円（全額自己負担） 

 


